
製材・集成材・合板国産材の割合は増加傾向

林野庁はこのほど発表

した「令和 3年度森林・林

業白書」の中で、木材産業

の各部門の動向を取り挙

げています。製材業では、

製材品出荷量が 2010 年

以降ほぼ横ばいで推移。

2020 年は前年比 9.2% 減

の 820万㎥でした。一方、

製材用素材入荷量は同比

10.8% 減の 1485 万㎥で、

このうちの 78% が国産材

でした【図 1】。
　集成材製造業では、国内

がありました。林野庁は今後、こうした事例の横

展開が必要だと課題に挙げています。

　さて、林野庁は非住宅分野・中高層建築分野に

おいて品質・性能の確かな JAS 製品の供給体制

の構築が重要と位置付けています。そのため、今

後利用実態に即した JAS 規格の区分や基準の合

理化等を図り、JAS 構造材の実証支援を実施する

方針です。

　また、更なる国産材活用に向け、技術開発が推

進されています。例えば横架材など国産材率が低

い分野での利用拡大のため、大径木からの平角生

産に必要な乾燥技術の確立に向け、国立研究開発

法人森林研究・整備機構で技術開発を実施する予

定です。その他、内装・家具・リフォーム分野に

おける需要拡大に向け、圧密加工により表面硬度

を高めた床板等の製品開発を行うとしています。

　今後、このように新たな国産材を活用した部材

が、住宅市場に出回ることも考えられます。工務

店は、新たな知識や技術の更新が求められ続ける

といえるでしょう。

【図１】国内の製材工場における原木入荷量と国産材の割合

 注：令和元（2019）年の「その他」は「南洋材」を含む。資料：農林水産省「木材需給報告書」

における集成材の生産量は 2020 年には 174 万㎥

で、このうち構造用が 167 万㎥。一方、　製品輸

入は 102 万㎥でした。集成材供給量全体に占める

国産材の割合は増加傾向にあり、約 20 ～ 30%で

推移しています。

　合板製造業では、普通合板の生産量は 2020 年

には前年比 10.1% 減の 300 万㎥で、用途別では

構造用が大半でした。合板への国産材針葉樹の利

用が拡大し、2020 年には国内の合板生産におけ

る国産材割合は 91%に上昇。輸入製品を含む合

板用材需要量全体に占める国産材割合は 47%で

増加傾向にあります。

国産材製品の活用は、住宅分野において需要拡

大の様相を見せています。木造軸組住宅において

国産材利用割合は徐々に上昇。さらに、ツーバイ

フォー工法においても、九州地方や東北地方を中

心に国産材のツーバイフォー工法部材の安定供給

体制が整備されつつあり、大手住宅メーカーにお

いて国産材の利用が進展しています。

　一方、2021 年には特に輸入材比率の高い横架

材等の需給がひっ迫し、一部で国産材代替の動き
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（エ）木材チップ製造業

Ø	2020年の木材チップ（燃料用チッ
プを除く。）の生産量は前年比9.7％減
の475万トン。原木以外に解体材・廃
材、工場残材等から生産。一方、木材
チップの輸入量は2020年には949万
トン

（オ）プレカット製造業

Ø	木造軸組構法におけるプレカット加
工率は2020年には93％まで拡大

（カ）木材流通業

Ø	2018年の国産原木の流通において、
素材生産者から木材市売市場等に出荷
したものは41％、木材販売業者等へ
販売されたものは19％、伐採現場等
から工場へ直送されるものは40％で
あり、直送の割合は増加傾向

第Ⅲ章　木材需給・利用と木材産業
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4418.99号231～239の合計。   

　３： 計の不一致は四捨五入による。
資料： 国内生産の集成材については、平成28（2016）年までは、日本集

成材工業協同組合調べ。平成29（2017）年以降は、農林水産省「木
材需給報告書」。「製品輸入」については、財務省「貿易統計」。

集成材の供給量の推移
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テーマ： 「実家の相続に関する意識調査」

持家市場が苦戦する中で、都市型住宅で存在感のある旭化成ホームズのキャンペーン「実家のこれ

から」相談会が話題になっている。「実家の相続」をキーワードとして、単なる二世帯住宅や建て替え

需要を顕在化させる手法から、住み替え売却、資産活用まで顧客の視点から多様な選択肢を提案し

ている。

１． 年度 ～ 月期の住宅着工は前年比マイナス ％

～ 月の新設住宅着工戸数の需要別の動向を見ると、新設住宅合計でマイナス ％、持家需要マイナス

％、貸家需要はマイナス ％、分譲需要はマイナス ％とすべての需要でマイナスに転じた。これは首

都圏における分譲マンションの落ち込み、貸家需要がなかなか回復しないことが大きな要因と考えられる。

住宅会社各社にとっては、今まで持ち家市場を

補完してきた賃貸需要が低迷する中で、メイン市

場である持ち家需要の掘り起こしが課題になって

いる。

この夏の各社のキャンペーンを見ると、積水ハウ

スは「プランニングカフェ 設計相談会」と恒例の

「住まいの参観日」の展開。住友林業は「夏の家

設計相談会」、セキスイハイムは新商品「新型パ

ルフェ発表会」で集客を図っている。

しかし、住団連の「住宅業況調査（第一回 月調

査）」の結果では、展示場来場者や引き合い増加

を示す指数は前年を大きく下回っている。

また、経営者の景況判断調査（第二回 月調査）

の 月から 月の見通しにおいても「消費増税に

よる駆け込みが徐々に発生してくる時期であり、

顧客の動きも活発化してくると思われる」という楽観的な声も聴かれるが、反面「戸数アップは期待できず、

、二世帯住宅などの単価アップに期待」との声もあり、量的拡大といった成果に結びつかないのが現状の

ようだ。

そんな中で、戦略的なマーケティングに定評のある旭化成ホームズのキャンペーンテーマが話題になっ

ている。同社は、首都圏を中心とした大都市圏にターゲット市場を限定し、 会場に複数出展するドミナン

ト展示場戦略や、二世帯住宅、三階建て住宅、賃貸併用型、 子供を持たない共働き世帯 など

新しい住まい方の提案するすることで需要拡大を図ってきた。

今回は「実家と相続」という古くて新しいテーマを取り上げ、生活者調査「実家の相続に関する意識調査」

に基づいたキャンペーンを展開している。 月の受注速報はまだ公表されていないが、関係者の間で話

題になっている。
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。
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無
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析
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同
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他
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Ｏ
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ルポハウス一級建築士事務所

投稿2346件フォロワー7.1万人※2022年8月29日時点

設計士とつくるデザイナーズ住宅
ほぼ毎日、無料相談会開催！
滋賀県/栗東店・水口店・大津店・近江八幡店
▷営業時間 AM10:00〜PM20:00 ▷定休日：水曜

フォロワー数滋賀県１位 ※１

フォロワー７万超
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れ
て
い
る
方
が

検
索
時
に
用
い
や
す
い
キ
ー
ワ
ー
ド
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

定
型
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
は
固
定
し
、
投
稿
毎
に
一
部
変
更
し

て
い
ま
す
。

１
投
稿
の
工
夫
点
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

初
め
て
ア
カ
ウ
ン
ト
を
見
た
方
が
、
何
を
発
信
し
て
い
る

ア
カ
ウ
ン
ト
か
一
目
で
分
か
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

内
観
だ
け
で
は
イ
ン
テ
リ
ア
雑
誌
と
思
わ
れ
か
ね
な
い
の

で
、
外
観
内
観
内
観
と
並
ぶ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
常
に

「
自
分
な
ら
ど
ん
な
家
が
見
た
い
か
」
と
視
聴
者
の
立
場

で
、
俯
瞰
的
に
考
え
ま
す
。
投
稿
は
１
日
２
回
、
当
社
の

分
析
デ
ー
タ
に
基
づ
き
反
応
率
の
高
い
時
間
に
行
っ
て
い

ま
す
。
大
事
な
こ
と
は
投
稿
時
間
を
明
確
に
決
め
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
間
違
い
が
あ
っ
て
も
す
ぐ
対
処
で
き
る

よ
う
、
予
約
投
稿
は
せ
ず
投
稿
後
30
分
を
再
確
認
の
時
間

に
あ
て
て
い
ま
す
。
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
に
関
し
て
も
言
え
る

こ
と
で
す
が
、
デ
ー
タ
は
絶
対
に
取
っ
た
ほ
う
が
い
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。
毎
日
数
値
を
追
う
こ
と
で
、
な
ぜ
反
応

率
が
悪
か
っ
た
か
な
ど
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

2018年からInstagramを専任で担当。趣味は
カフェ巡り。インスタグラマー時代のノウハ
ウを活かし、初心を忘れず常に視聴者目線の
投稿を作成。新しい施工写真が手元に届くの
を楽しみにされており、投稿作成を苦に感じ
たことは一度も無いという広報担当者の鑑。

「インスタは毎日更新される施工カタログです」

Instagram

@reposhouse

株式会社ルポハウス社員の皆様 栗東オープンスタジオ

北恵２年目社員が知りたい！
今や工務店にとって欠かせない宣伝ツール「Instagram」

※1：全国ビルダーランキング参照 2022年8月29日時点

株式会社ルポハウス広報担当者様にインタビュー

株式会社ルポハウス広報担当N様



連載：木造住宅の歩み（第21回）

　各制度における断熱基準と省エネレベルのおおよその対比表です。次

世代省エネ基準で内容理解が止まっていませんか？　今や一部を除き断

熱レベルを出すには外皮計算が必要になっています。（一社）木を活か

す建築推進協議会発行の仕様基準により、計算をしないで断熱レベルを

推定する事は可能ですが、あくまで施主様への断熱レベルの告知に利用

できるだけで、補助金等が関係する申請に使うことはできません（※

ZEH水準の適合確認が可能な誘導仕様基準が検討されているようです

が）。補助金や融資が絡む場合は「断熱等性能等級」か「一次エネルギー

消費量等級」における等級をクリアする必要があります。しかし、住宅

の断熱化は推進するべきだとは思いますが、平成 25 年まで「次世代省

エネ基準」しかなかったのに、いろんな呼び名ができて、認定基準も違っ

て、もう少し簡潔に出来なかったのだろうか？　とも思います。ZEHに

してもNeariy とか Oriented や Ready があり、HEAT20 はもうマニアッ

クな世界ですね（笑）。2025 年に改正省エネ基準が義務化されますが、

あまり認知されていない事として、2024 年から現行の省エネ基準が住宅

ローン減税を適用するための最低条件となります。つまり実質 2024 年

から義務になると考えなければなりません。ローン減税が適用できない

新築住宅は売れないでしょうから。　

〔つづく〕　北恵レポート担当O



 

キタケイの提供する２つのプライベートブランド 

環境・ぬくもり・素材をテーマとした各種住宅資材  “ スプロートユニバーサル ”  

天然木にこだわったフローリングや壁材  “ リラクシングウッド ” 

企画・製造から販売までトータルにプロデュース、心からご満足いただける住まいづくりを 

バックアップします。 
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リラクシングウッド 
抗菌・ウイルス加工 フローリング ウイルスガードコート シリーズ 
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